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【問題】ビデオ視聴による偏見低減 

• 本研究では、日常生活でも人々が接触する機会
の多いテレビ番組を用い、大学生を対象に実験
により、質問紙で統合失調症を持つ人に対する
大学生の態度の変化を測定し、ビデオ視聴による
統合失調症を持つ人への偏見低減のための教育
の効果を検討することである。 

• 今回は、特に社会の偏見低減のためにも一役買
い、当事者がテレビに生き生きした様子で素顔で
登場し、「当事者研究」でも知られ、地域に溶け
込んで活動している社会福祉法人「浦河べてるの
家」（北海道）に注目した。 
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【目的】 

• ビデオ視聴による偏見低減の効果を測定す
ることが本実験の目的である。 
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【方法】① 

•被験者：大学生49名（男性29名、女性20
名）、平均年齢20.7歳（SD=3.09）。2007
年8月に実験を実施した。 

•実験刺激：NHK総合で2007年7月10日
8:35～9:25放映の番組「生活ほっとモーニ
ング」（タイトル:問題あっても大丈夫～統合
失調症と生きる～）約50分。 
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番組内容：NHK生活ほっとモーニング2007年７月１０日放送  

 問題あっても大丈夫：統合失調症と生きる  
 専門家：伊藤 順一郎さん（国立精神・神経センター 

 精神保健研究所 社会復帰相談部長）  

ゲスト：千住 明さん（作曲家）  

リポーター：大沼 ひろみアナウンサー 

  統合失調症など精神障害のある人たちが、独特なアイデアや
感性を生かして、ヒット商品を生み出している場所がありま
す。北海道浦河町にある社会福祉法人「浦河べてるの家」。
ソーシャルワーカーのアドバイスのもと、およそ１００人の精
神障害の人たちが、特産品の昆布販売などを手がけ、年商
は１億円を超えます。考えがまとまらないことが多い統合失
調症の人が作った、ばらばら昆布や妄想時の様子を書いた
妄想絵はがきなど、ネーミングが受け、ヒット商品となりまし
た。べてるの家の活動を取材、精神障害者と地域との関わ
り方や、困難を抱えながらも前向きに生きていく秘けつをみ
ます。 

 

http://www.nhk.or.jp/hot/index.html
http://www.nhk.or.jp/hot/index.html


2015/7/12 9 

番組の開始のシーン 
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浦河べてるの家主催「幻覚＆妄想大会」のシーン 
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【方法】② 

• 質問紙：下位尺度として社会的距離尺度10

項目とイメージ尺度10項目からなる「精神障
害に対する態度測定尺度」（AMD測定尺
度：北岡（2001））20項目 

• 伊藤(2005)の「理解度チェック」9項目。 

• 手続き：ビデオ視聴前に全員の被験者に1回

目の質問紙を実施した。ビデオを視聴させた
後、2回目の質問紙を実施した。 
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視聴前の正答数 

M= 5.7  SD=1.8 

 

視聴後の正答数  

M= 7.1  SD=2.0 

 

増加 

→ 
t（３８）=5.67 

p< .001 
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視聴前
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【結果】 

•事前事後テストの結果を図１と図
２.に示す。 

•事前事後のスコアの差はすべて
統計的に有意であった。事後の
方が、 

•（１）誤答数が減少し、 

•（２）AMD尺度のイメージ尺度にお
ける偏見が減少したが、逆に、 

•（３）AMD尺度の社会的距離尺度
における偏見が増加した。 



2015/7/12 15 



2015/7/12 16 

考察：本研究のサマリー 

• 「浦河べてるの家」を題材にしたビデオ視聴
で、協力者の知識が向上した。 

• 偏見低減では、精神障害者の悪いイメージ
は改善された。 

• しかし社会的距離は逆に増大した。すなわ
ち、一見、偏見が強まったという結果となっ
た。 
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考察：従来の研究との比較 

• 小平・伊藤・松上（2007）と小平・伊藤・松
上・井上（2007）では、啓蒙的なビデオ視聴

により精神障害者イメージが向上している。
本研究でもこの点では共通している。 

• 社会的距離では、小平・伊藤・松上（2007）
と小平・伊藤・松上・井上（2007）では、距離
が縮まっているのに対し、今回の結果は逆
に距離が増大した結果となった。 
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【考察】当初の予想 
• 「浦河べてるの家」が投げ掛ける様々な逆転の発想は、メ
ディアや出版物を通して、従来の価値観や常識をくつがえし
つつある。統合失調症に関する科学的理解を高めながら、
「浦河べてるの家」の逆転の発想に触れることで「問題あっ
ても大丈夫」と当事者から生きる知恵をもらい、視聴者を
「私も悩みがあっても元気に生きていこう」という具合にエ
ンパワーメントする教材と当初考えた。 

• また、映像を通して「浦河べてるの家」の人たち（統合失調
症）に接触すると、生き生きした豊かさが描かれており、単
純に見ているだけで楽しい上に、「脆さや弱さを抱えていて
もいい」と共感的な気づきを生み出しながら同時に統合失
調症を持つ人たちの病的体験（症状）に対して共感的な理
解が深まると考えた。 

• さらに、科学的に正確で、対人的に肯定的で、コミュニティ
的に連帯的な、新しい生活概念の再構築と情緒的な共感

を促すと考えた。しかし 
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考察：イメージは良くなったが 

社会的距離が増大した理由 

• 浦河べてるの家には「安心してサボれる職場づくり」「弱さを絆に、苦
労を取り戻す」「弱さの情報公開」「利益のないところを大切に」「昇る
人生から降りる人生へ」「偏見差別大歓迎」「安心して絶望できる人
生」「問題だらけで順調」などの独特の理念がある。 

• これに対して、研究協力者である大学生たちは、競争原理やリスク回
避や業績主義等、真反対の価値観を前提とする世間に暮らしている。 

• 対極的な価値観の精神障害者たちが登場するビデオ視聴後、学生
たちの常識的人間観がくつがえされ、むしろ表面的には「否定的」な
態度変容が起こったと考えられる。 

• 当事者研究にみられる問題と人との切り離しの新鮮さと戸惑いや、
弱さを共有することから生まれる強さ”に参加することのためらいのあ
らわれではないかと考えられよう。 
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考察：浦河べてるの家 

教材としての意義 

精神障害（者）の姿の理解 

病気の受け止め方の逆転（「病気と
生きる」「治さない医者」） 

 

弱さの肯定の意義 

弱さの共有によるコミュニティ形成 

ユーモアと笑いの意義 

業績主義・競争主義的価値観のゆ
さぶり 

 

 

 

 



   1.「病気の半分は病院で、残りはべてるで治す」 

これは、精神科医や治療スタッフの大切にしているわきまえの一つである。そこには、治療や回復とは、精神科医と患者の間だけで行われてはいけないという拘りが
ある。精神障害をかかえる当事者の回復とは、人と人との〈つながり〉を回復することと同一なのだということを忘れず、病院はその関係を見失うような抱え込み方を
しないことを大切にしている。従って「先生のお陰で病気が良くなりました」と本人や家族に言われたら、その予後は良くないとさえ考える。そこには、治療者も当事者
も「勝手に治さない」「人の中で回復する」ことを重んじてきた伝統が生きている。 
 
2.「〈苦労の取り戻し〉を助ける」 

浦河における精神科の治療は、病気を良くすると言うことより、〈悩めるように〉〈苦労できるように〉という点を重視している。べてるの家には「苦労を取り戻す」という
理念がある。治療の場でも、精神障害が生きるという苦労を忌避した状態とも言える状況から、本人が現実に降りるための手助けをするということが基本的となって
いる。 
 
3.「無力のアプローチ」 

〈「非」援助の援助〉とも言っているこの〈無力〉は、援助スタッフも当事者も共有している基本的な関係のイメージである。特に、プロの条件として「自分の専門性から
降りることをする人」という発想がある。そこには、当事者が抱える現実に対する連帯の姿勢を重視し、回復を医師や関係スタッフの努力や治療・援助技術の成果と
捉えず、共に探求し、見いだしていくなかで得られるものという立場がある。 
 
4.「仲間を処方する」 

救急外来に来て不安症状を訴え、薬や注射を求めてくる場合、ときどき薬や注射に代わって〈仲間〉が処方される。「あなたが、今、一番必要なのは、薬ではなく、人
のつながりであり、仲間の存在だと思うよ」と精神科医が〈仲間〉を処方するのである。そこで、力を発揮するのがべてるの家の仲間の存在である。〈仲間〉がピア・サ
ポートを買って出てくれるのである。〈仲間〉の処方によって脅迫的な救急外来受診を脱した人は多い。 
 
5.「自己病名をつける」 

浦河では、精神科医がつける医学上の病名よりも、自分の苦労の実感に沿った「自己病名」を大切にしている。自己病名を見いだすことが回復のはじまりと言っても
いいほど、それは、大切な自分との出会いをもたらす。しかも、その作業は、自分ひとりの作業ではなく、仲間と共にワイワイと行う「当事者研究」のプログラムを通じ
て見えてくるという体験をする。 
 
6.「話すこと、語ることの回復支援」 

浦河の特徴は「三度の飯よりミーティング」に象徴されるように、〈言葉で語ること〉を中心としたプログラムが盛りだくさんだ。精神科医の治療も言葉を使った〈語り〉を
促すことに力点が置かれ、薬がそれを邪魔しないことを大切にしている。 
 
7.「病棟も地域の一部」 

浦河では、浦河赤十字病院で行う治療プログラムとべてるの家で実施される地域生活支援プログラムの整合性と、相互活用を重視している。そのために、べてるの
家の支援スタッフやピア・サポーターが、いつも病棟にフリーパスで足を運ぶことが出来るようなオープンな雰囲気と、相談や情報交換を常に心懸けている。また、デ
イケアもショートケアを中心に行い、浦河で活動する当事者がべてると病院の双方のプログラムを利用できるように工夫している。デイケアでは、日常生活を送るため
の基本的な力を身につけ、べてるでそれを実践、応用するという役割分担をしている。精神医療に必要なのは、当事者の力を前提とした「わきまえ」のある治療であり、
援助である。浦河にべてるの家をはじめとする「当事者の力」のネットワークがあることによって、その「わきまえ」は成り立ち、その「わきまえ」が、当事者の力を育んでき
たとも言える。 
http://ikuyoshi.jugem.jp/ 

     

 

当事者の力に支えられる精神科医療： 浦河
には、３０年の精神保健福祉活動の歴史が
育んだ浦河ならではのユニークな理念や考
え方がある。 

 

http://ikuyoshi.jugem.jp/
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